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私が司法書士になれたのは、祖父母のお陰様です。
大学の費用を援助してくれたのは、祖父母。
極貧の生活をしていた時、食料の援助をしてくれたのは、祖父母。
祖母は、祖父が亡くなってしまった悲しさを紛らわせるために、地域のコミュ
ニティに参加していました。
「とても良い話が聞けるのよ。」
「今日は野菜を貰っちゃった。あなたも一緒に行かない？」
最初は何の疑いもありませんでしたが、そのうち自宅に黒いボツボツがついた
布団が届くことに。。。
「磁気付きの布団だから、寝てるだけで健康になるのよ」
そうです。祖母は健康商法に騙されていたのです。
その後、祖母の家に行ってみると健康食品、浄水器、布団など一人暮らしには
とても過剰な物が溢れていました。
そしてそれはほとんどがクレジットで契約されて、多額の支払いの請求がきて
いたのです。その請求の取り立てで、祖母の家にまで人が来るようになり、そ
んなストレスもあり、祖母は認知症が進んでいったのです。
「許せない！」
ところがその時は、私には何の知識もなくどうして良いか分からない。
知り合いの司法書士や消費者センターはほとんど話を取り合ってくれませんで
した。
その後、祖母は自宅で介護することはできなくなり、施設へ行くことになって
しまいました。自分に法律の知識があったら何かできたのではないか？
祖母と同じ様に困っている人が沢山いる
のではないか？
司法書士という資格を目指したきっかけ
はここにありました。
司法書士として独立してちょうど13年
。
令和2年8月3日に「司法書士法人相続法
務」を設立することになりました。

☎ 03-5429-1096

東京都世田谷区祖師谷3-4-7
伊地智ビル1階

お客様のご子息の感想
家系図は、家族の歴史を次の世代に引き継ぐことができます。連綿と受
けつかれてきた命のバトンを見える形で託すことができます。

司法書士法人 相続法務

株式会社相続不動産コンシェルジュ
株式会社絆コーポレーション

Vol.7
家系図「絆（きずな）」

家系図「絆」についての詳細はWebサイトをご覧ください。
また、資料を無料にて贈呈中です。 詳しくは

Email contact@nk-js.net Web http://nk-js.net １７歳当時の門脇



司法書士法人相続法務 株式会社相続不動産コンシェルジュ

毎月無料相談会開催中！ 次回は９月1８日（金）１０月１６日（金）

お申し込みはホームページもしくは直接お電話にてお願いします。

http://www.nk-js.net/ ☎ 03-5429-1096

事務所からのご案内

Webサイトより

ご覧いただけます

●代表司法書士門脇紀彦の動画チャンネル

「家系図の意義を伝えていく」

代表司法書士の門脇紀彦がなぜ家系図の大切さを命をかけて伝え続けている

のか？ぜひご覧ください。

●遺言書の法務局での保管制度スタート！

当事務所にて
あなたのお悩み解決します

先日、梅雨の合間に子供たちと
川遊びに出かけました。

今年はコロナウイルスの関係で
学校や幼稚園でもプールの授業
がないようで、プール好きな子供た
ちは連日お風呂で水中メガネつけて
潜ってます。。

久々に泳げ鮎も釣れてその場で塩焼きにして頂きました。
長男は釣りも面白かったようで将来は漁師になりたいそうです。

鮎の香りと味、水のひんやりとした冷たさ、
せせらぎの音、久々に五感で自然を感じる事
が出来ました！

僕はパワーを充電するときは、川に出かけます。
それもできれば人気のない山岳の渓流です。
そこで川の音や苔むした匂いなど自然を感じ
ることで頭をクリアにしています。
皆さんはどんな場所がパワースポットです
か？
こんな時だからこそ、自然に積極的に触れて
心や体のバランスを整えていきたいですね。

岸 伸明

五感で自然と触れ合う

７月１０日から遺言書の新しい制度がスタートしました。

法務局で自分が作った遺言書を保管してもらえるようになりました。

従来は自分で遺言書を作る場合、作成後はご自身や家族に託して保管
する方法しかありませんでした。そのため、いざ相続が発生しても遺言書を
紛失しているケースもありました。また、遺言書が偽造されるケースもあり、
裁判で遺言書の真贋を確認することもあります。

７月１０日からスタートした新制度ではは遺言書保管所として指定された
法務局に対して、作った遺言の保管申請を行うことができることになりました。
この場合は裁判所での検認の手続きも不要となることから自筆証書遺言
の作成の促進が大きく期待されます。預かっている事を相続人に自動的に
通知してもらうことも可能になりました。
相続の現場では、「遺言書があれば避けられたのに…」という場面に多く遭
遇します。遺言書がより身近になり、多くの方に想いを後世に遺して頂きた
いですね。


